
 

富士山世界文化遺産協議会の皆様へ 

 

 

「富嶽三十六コピープロジェクト」について 

 

 

 『いつまでも富士山を世界遺産に』するために、認定ＮＰＯ法人「 富士山世界遺産国民会議」が進める保全

活動のひとつが「富嶽三十六プロジェクト」です。 

富士山にまつわる様々な文化コンテンツで保全のための寄付を集めるという趣旨で、音楽・文学・食・ファッシ

ョンなど、葛飾北斎の富嶽三十六景にちなんで、３６のカテゴリーで集めることを目指しています。 

 

その一環として、中村禎（電通 コピーライター）を中心とした５０人の“富士山を愛する”コピーライターが「コピ

ーを寄付」という形で富士山保全のためにできるお手伝いをしようと立ち上がりました。 

世の中のひとにとって、この言葉が富士山のことを考え、寄付するきっかけになるようにと願って書いたコピー

の総数は１７１９本。その中から、累計数十時間の中村によるコピーディレクションを経て、秀作３６本が選ばれ

ました。 

こうして生まれた「富嶽三十六コピー」を是非、山梨県・静岡県のみなさんにご活用いただきたいと考え、本日

コピーを寄付しに参りました。 

例えば、保全金募金箱のそばに。みなさんが制作するポスターに。多くの観光客が集まるお店や施設に。 

どんな活用の仕方をしていただいても構いません。 

皆様の積極的なご活用を切に願っております。 

どうぞ、よろしくおねがいします。 

認定 NPO 法人 富士山世界遺産国民会議 

富嶽三十六コピープロジェクト  

 

中村 禎（電通クリエーティブ・ディレクター/コピーライター） 

■東京コピーライターズクラブ賞グランプリ（つまんない広告をする企業は、ほぼ、つまんない。ＫＤＤＩ合併広告）  ■同ク

ラブ賞（あ〜しんどかった（笑）応援感謝・星野仙一）など受賞多数  ■ TCCコピー年鑑審査員・宣伝会議賞審査員・ピン

クリボンデザイン大賞審査委員長  ■コピーライター養成講座専門コース中村組講師 

 

 

 

 

 

※すべてのコピーは、各々の視点から富士山を表現したものであり、富士山に対する意見はこれらに限られたものでは 

  ありません。 

※コピーの使用に関しましては、使用者の責任の下で行ってください。 

資料３ 



 【富嶽三十六コピー】 

 

1. 参加できる世界遺産。 

2. 私は富士山公認サポーターです。 

3. あそこに見える富士山の、ほんの一部ですけど、私がサポートしています。 

4. 寄付じゃない、応援だ。 

5. 富士山のサポーターになる。つまり、富士山の歴史の一部になる。 

6. 富士山のために汗をかいている人がいる。 

 その人を支援するために、私は募金する。 

7. 国民全員が１人１円寄付するだけで、１億円以上も集まるんだ。 

8. 自分の遺産を世界遺産の富士山に残す、という道もあるか。 

9. 「山」という字は、富士山から生まれたんだと思う。 

10. 富士山に捨てられたゴミは、誰かの寄付金で下山します。 

11. 富士山を守るためにお金が必要なのです。 

12. 富士山が世界遺産になって喜んだ人は多い。 

 でも富士山に寄付した人は、どのくらいいるんだろう。 

13. 富士山に、手を合わせる。寄付金は、お賽銭の代わりになる。 

14. 日本人は富士山を大事にしているのか。 

15. 日本の富士山にはゴミがひとつも落ちていないんだ、と外国人に自慢してやる。 

16. 富士山を通して、日本が試されている。 

17. 「本日、富士山が世界遺産のリストから削除されました」 

 なんてニュースは聞きたくない。 

18. 富士山にゴミが落ちていたら、私は拾う。 

 それが毎日できないから、私は募金をする。 



 

19. 世界遺産じゃなくても大事にしたい山。 

20. 山梨県と静岡県が協力して、「富士山圏」をつくったらどうだろう。 

21. 山のカタチをした芸術。 

22. いい大人が「見えた！見えた！」と、はしゃいでいる。 

23. 新幹線に乗る時は、いつも窓側と決めている。 

24. 遠くに富士山が見えるとシアワセな気持ちになる。日本人でよかったと思う。 

25. 日本は、富士山がなかったら、くじけていたかもしれない。 

26. 富士山があるから、私たちは上を向ける。 

27. 富士山が今日も美しい。それもひとつの平和のかたち。 

28. 富士山の保全を、静岡と山梨に押しつけない。富士山は、日本人みんなのものだから。 

29. 富士山は１万年前の日本人たちの願い事も聞いてきたと思う。 

30. 富士山を大切にすることと、親孝行は似ている。 

31. 富士山を大切にすることは、日本を大切にするということ。 

32. 富士山を褒められると、日本を褒められた気がする。 

33. 私たちは、富士山のある国に生まれた。 

34. 私たちはなぜ富士山に手を合わせるのだろう。 

35. 自然とは、放置のことではない。 

36. 私たちはみな、富士山の麓に住んでいる。 
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